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1 生立ち
明治13－20年（1880－1887）

渡邊三郎は謡曲「鉢の木」に謡われている「松、桜、梅」の

一つ、「松の庄」といわれ、中仙道の宿場町の一つ群馬県碓

氷郡松井田町大字松井田駅29番地に父大河原家六代目新七

芳久、母野恵の三男、大河原三郎として明治13年（1880）12

月2日に誕生した1）（図1）。

長兄は豊太郎、次兄は栄之助である。

父新七は家業を継ぎ遠くは北海道より海産物を仕入れ、こ

れを上州はもとより信州方面に売捌く傍ら、運輸業から金融

業まで手広く行った。又明治中期以降は株式会社松井田銀行

や郵便局を経営し地元の産業発展の中心的役割を果たしてい

た。

三郎5歳の明治18年、官線中仙道鉄道　高崎―横川間が

開通、三郎は毎日文明開化の先端を走る蒸気車を見て育って

ゆく。

2 学歴と古河鉱業所
明治20－44年（1887－1911）

三郎は明治20年4月、松井田町尋常小学校に入学する。

在学中、明治27年の日清戦争、明治29年には条約改正と日

本は徐々に国力をつけてゆく。

明治29年、群馬県立前橋中学校、更に明治34年9月第一

高等学校工科に進み、本郷区向ヶ丘の南寮10番に入寮し、

前途有為な青年、三郎の将来は更に大きく拡がってゆく。

三郎の高等教育は明治39年父新七の没後家業を継いだ16

才年上の長兄豊太郎の援助に依るものであった。

一高在学中の明治34年に官営八幡製鉄所がドイツGHH社

の指導により操業を開始、卒業前の明治37年2月には日露

戦争が勃発する。

同年9月、東京帝国大学工学部採鉱冶金学科に入学、翌38

年5月には日本海海戦、同11月ポーツマス条約と三郎の周

りで日本は急速に変革してゆく。

明治40年（1907）6月、同学科を次席で卒業し、同年7月

古河鉱業所（株）に入社、足尾鉱業所精錬課熔鉱係長を拝命、

銅精錬に従事する。

19世紀末期から20世紀初頭の日本の金属産業は銅が首位

を占め、大正初期に至っても全世界第4位の産銅国で、明治

34年（1901）八幡製鉄所竣工まで鉄の生産量は拮抗してい

た。

当初渡邊が銅精錬を指向した背景にはこのような日本の国

情があった。

3 渡辺家入夫とドイツ留学
明治41年－大正3年（1908－1914）

明治41年（1908）6月、三郎28歳の時、古くから大河原家

と姻戚関係にあった横浜渡邊家の当主福三郎と多満子夫人の
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五女那べ（22歳　苗子ともいう）と入夫縁組し、渡邊と改姓

した。

横浜渡邊家は明治30年代に入ると創業時の石炭、海産物、

生糸取引を止め、横浜港に停泊する船舶の荷役を一手に引受

けると共に、金融業、電気、ガス（含む東京ガス）、鉄道（含

む京浜電気鉄道）、電燈等の多くの事業に投資し、福三郎は

これら各社の役員として経営に参画する傍ら、明治37年に

は貴族院議員、横浜市議会議長等の公職にも就いていた1）。

結婚後、妻那べは病弱であったので、新居は芝三島町（現

港区大門一丁目）に置き、三郎は大気汚染甚だしい勤務地足

尾鉱業所へ単身赴任であった。

翌明治42年（1909）8月、長女秋子が誕生する。

しかし渡邊は入社3年後の明治44年3月、古河鉱業を退社

する。

そして明治44年（1911）5月下旬、妻子を日本に残し単身

ドイツに留学、王立アーヘン工科大学で同大学冶金学部長

G. Wust教授の下で3年間「銅―亜鉛合金」の研究を行った。

大正3年（1914）5月、3年間の研究の成果を「銅―亜鉛合

金の特性と熱処理によるその影響についての研究」（Unter-

suchungen über die Eigenschaften der Kupfer- Zink -

Legierungen und den Einfluss der Wärmebehandlung）と

して提出、工学博士（Doktor- Ingenieur）の学位を授与され

た2）。

渡邊が留学を挟んで何故「銅」から「鉄」それも「特殊鋼」

に転換したかは詳らかでないが、日露戦争の勝利に沸く日本

で「鉄は国家なり」の思想の下に展開された富国強兵政策に

大きな影響を受けたと思われる。事実、渡邊は渡独前の明治

38年（1905）4月に操業を開始した八幡製鉄所ルツボ鋼製鋼

工場を見学している3）。

日露戦争を旗艦「三笠」を筆頭に外国製主力艦と兵器でロ

シアと戦った日本は戦後軍需産業を中軸に機械工業が勃興、

これに必要な高速度鋼を含む工具の輸入も急増した。

河合佐兵衛は明治39年河合洋鋼商店を設立、「東郷ハガネ」

のブランドで英国アンドリュー社製工具鋼を始め各国の工具

鋼の輸入販売を始めた4）。

国産の工具鋼も八幡製鉄所を始め雲伯製鋼所（後の日立金

属）、米子製鋼所、土橋電気製鋼所等で生産が始まった。し

かし品質は同等であっても価格で輸入品に対抗できず一般の

はがね店ではイギリス、オーストリア、ドイツ、スウェーデ

ン等の輸入品が大量に販売されていた5）。

これを見て新規事業に積極的に投資した岳父渡邊福三郎

が、国内における高級工具鋼の生産にも着目、これを三郎に

示唆した事も十分ありうることであった。

留学中渡邊は後述のクルップ（K r u p p）、ベーラー

（Böhler）を初め遠くスウェーデンの工場を訪れている。こ

の時の得られた知見はアーヘン工科大学在学中に創ったクル

ップとの繋がりの深いG.Wust教授はじめ多く教授陣やその

他幅広い人脈と共に帰国後渡辺の「起業」とその後の事業拡

大に重要な役割を演じた。

4 留学当時のクルップ社と
ベーラー社

渡邊は帰国後「大正4年（1915）3月彼岸中日　渡邊三郎誌」

に「工具鋼製造意見並に目論書」と題し次のようにその抱負

を述べている3）。

「余先年欧州留学に先て九州（八幡）製鉄所を視察し工具鋼

精煉の他の製鋼等に比し規模小に而も有望にして努力奮発の

甲斐あるを思ひ空しく感を戴て渡欧せしが、その後該業を以

て世界に完たる墺国スタイエルマルク（Steiermark）州カッ

ペンベルヒ（Kapfenberg）村ベーラー製鋼所を視察するに及

で一層その感を深くせり。中略

古川翁の石を以て金と為す体の熱心努力を以て事に当らば

成功疑なけん。況んや基を学術に置き技術者職工適人を得る

に於てをや。以て官民工業家の予望に叶い欧米の輸入を放止

し尚ほ且つ東洋のベーラーたる期して待つ可きなり。」（原文

カナ交じり文を修正）

渡邊がKapfenbergを訪問したのは大正元年（1912）9月

30日頃であった2）。

渡邊が訪れた当時のベーラー社K a p f e n b e r g製鋼所

（Gussstahlwerk Kapfenberg）はどのような工場であったの

であろうか6, 7）。

Kapfenbergの歴史は古く最初の記録は1409年Thörlbach

河畔の小さな鍛造工場に遡る。その後幾多の変遷を経て

1850年にはルツボ製鋼法を導入、高品質の近傍アイゼンエ

ルツ（Eisenerz）の含Mn，低燐、低硫鉱石（シデライト

FeCO3）を原料とする浸炭鋼を原料として特殊鋼（Edelstahl）

を生産した。

近代資本主義の発展と共にKapfenberg製鋼所は1872年

Innegerger Hauptgewerkshaftへ、更に1881年は新設され

たオーストリア-アルピネ鉄鋼石炭会社（Österreichische -

A lpine Montangesellshaft）の一製鋼所となる。

1889 -91年には年産4000t、従業員450 - 500人を擁した。

一方1870年ウイーンにフランクフルト出身のベーラー

（Böhler）兄弟により興されたベーラー兄弟商会（Gebr.

Böhler & CO.）はKapfenberg製鋼所の工具鋼の独占販売権

を得た。

そして1894年9月29日、Gebr. Böhler & CO.は、オース

トリア－アルピネ鉄鋼石炭会社から総額80万グルデンで

Kapfenberg製鋼所を買収、1899年6月、資本金1250万DM
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でべーラー兄弟株式会社（Gebr. Böhler & Co..AG）を設立

する。

買収後ベーラーは1872年以降殆ど投資が行われていなか

ったKapfenberg製鋼所の拡充に乗り出す。

1897年にはまず鉄源の安定確保の為に Franz Mayr-

Melnhof CO. よりEisenerz鉄鉱山の採掘権の一部と共にフ

ォルデルンベルグ（Vordernberg）の第14高炉（Radwerk

XIV 年産13,000t）を買収する。

渡邊の訪れた翌1913年、Kapfenbergは当時オーストリ

ア－ハンガリー帝国の電気炉鋼の40％、ルツボ鋼の48％を

生産し、従業員3000人を擁する大特殊鋼工場となり、ルツ

ボ製鋼炉8基の他6t平炉4基、5t電気炉2基の製鋼設備、蒸

気ハンマー29基（最大20t）、中小型圧延機各一式、熱処理

設備、大砲、小銃、砲弾、ヤスリ、工具製造用の工作機械

700基等の生産設備を有していた。

更に1900年パリ万博で発表されたアメリカBethlehem

SteelのTaylor，White両氏の発明による高速度鋼を逸早く

導入、翌1901年には年間1200tの高速度鋼「Böhler Rapid」

を生産、当時世界最大のタングステン（W）消費者となった。

工具鋼と並んで軍需産業へも進出、1904年には日露戦争

に備えるロシア軍需省に3 inch砲弾50万発を納入、1911年

には日露戦争の戦勝に沸く日本に東京、大阪、小倉支店を設

け、自社ブランド、「六つ星マーク工具鋼」の販売を開始し

た。

生まれたばかりの官営八幡製鉄所の小さなルツボ鋼工場を

見学して渡欧した渡邊の目にKapfenbergが強烈な印象を与

えたことであろう。

一方留学先のアーヘンに近いエッセン（Essen）でも1912

年にクルップ社は創業100年を迎え、創業者Fried Kruppよ

り 4代目のGustav Krupp von Bohlen und Halbachの下、

その勢いは天を突くものがあった（図2）。

1812年、ナポレオンの大陸封鎖により高品質のシェフィ

ールドルツボ鋼（Gussstahl）の輸入が途絶えたプロシアで

Fried Kruppが興したエッセン郊外の小さなルツボ鋼工場は

敷地面積450万m2、建物面積100万m2に大発展をとげ、他

にキール（Kiel）のゲルマニア造船所（Germaniawerft）、ラ

インハウゼン（Rheinhausen）製鉄所等を傘下に持つ従業員

8万人の巨大企業、ドイツ帝国の「大砲王」、「大兵器廠」に

成長した8, 9）。

大艦巨砲時代である。大口径砲、強力な装甲板、そしてそ

れを貫く徹甲弾とまさに矛盾だらけの開発競争はエスカレー

トの一途を辿っていた。

渡邊にとって僅か4代でここまで成長したKrupp社は大き

な夢を与えたことであろうし、兵器生産とそれに関る特に特

殊鋼の研究開発、製造はその設計と共に大きな影響を与えた

ことは間違いない。

両社が渡邊に大きな影響を与えた事は、日本特殊鋼の社章

（図3）が横浜渡邊家の家紋と鉄道車両用タイヤを三つ重ねた

Kruppの社章（Drei Ringe）を組合せ、その呼称「みつぼし」

がベーラーの商標「六つ星」に倣ったものとなった事からも

推定できる。

ドイツ、オーストリアを中心に欧州各国を巡って将来の礎

を固めている渡邊に「妻苗子危篤」の至急報が入ったのは大

正3年（1914）年6月4日、急遽シベリア鉄道経由で6月20

日帰国した渡邊を待っていたのは愛妻那べの位牌であった。

享年僅かに28歳。

そして帰国後僅か8日の6月28日、サラエボの凶変に端を

図2 渡邊留学当時Essenの「大砲王Krupp」の威光を示す絵葉書2）

図3 日本特殊鋼社章の成り立ち 2）
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発し、7月28日にはオーストリアがセルビアに宣戦布告、ド

イツが8月4日対英宣戦布告と戦火は瞬く間に世界を覆った。

日本も日英同盟に基づき8月23日ドイツ、オーストリアに

対し宣戦を布告する。

僅か二ヶ月余の間に愛妻を失い、加えて彼の地にあって多

くを学んだドイツ、オーストリアを敵に回す大戦の勃発に直

面した渡邊の心境如何ばかりであったであろうか。

前出「工具鋼製造意見並に目論書　大正4年（1915）3月」の

終節3）。

「不肖家を成し7年、妻子を離れ徒に菲才を鞭撻、内外に

奔走し、月余の間も家に在て家族と団欒の楽を知らず。況ん

や四時の行楽をや。余と雖も木石に非ず。好で此の如き不自

然の生活を送らんや。啻だ自ら計らず興家報公の念に急なり

しを以てなり。然るに思はざりき蒼皇帰朝の日は終生の伴侶

を失い孤独の身とならんとは。常に空閨を守て赤子の保育に

努め空しく万恨を懐て地下に眠る者と、慈母の愛を知事薄き

孤児とを思ひ、万里より家に帰り、一句一楽に談る者なく、

日夜胸中快雲開くに由なし。人生の惨事、世上其れ多しとは

雖も、此の如きは其の例や蓋し稀なり。

今や祖考の宏業に依り、堅実なる国家的事業に身を投ぢ、

以て朝夕の鬱情を慰し、地下荊妻の遺志に叶ふを以て務とせ

ん。

然り而して不肖今迄の見聞ふに依れば論題たる工具鋼製造

事業の如きは適当なる組織と方法とを以って従事せば必ず有

望なる事業なりと思考す。」

愛国の至情に燃えて内外に奔走する男を支え、家を守った

亡き妻へのこの渡邊の胸も張り裂けんばかりの慙愧の想いが

満ち溢れると共に、日本特殊鋼創立に向う力強い意志が表わ

されている。

時、三郎34歳、遺児秋子5歳であった。

5 渡邊三郎と日本特殊鋼

「特殊鋼」という術語は渡邊の造語である。彼の軌跡を辿

ると其の語源はかつてドイツ語圏の特殊鋼会社の社名に必ず

付けられていたエーデルシュタール（Edelstahl）と思われ

る。

既に16世紀Edelstahlの語は、ドイツの古い製鉄地帯、ナ

ッソー（Nassau）やシーゲルラント（S iegerland）の納税記

録に見られる。

渡邊も訪れたKapfenbergの400年以上の歴史をもつ鍛造

工場（Erlachhammer）の1695年の銘板にも「Kapfenberg-

er Edelshahl」と刻まれている6）。

錬鋼の時代Edelstahlがどんな鋼種であったかは明らかで

ないが、低燐、低硫、高Mn鉄鉱石を原料とする「熱間加工

が出来る程硫黄が少なく」、「寒冷地でも破損しないほど燐が

低く」、「焼入れして硬くなるほど炭素を含む」刀剣、農具、

工具が造れる、日本の「玉鋼」に相当する鉄を指していたも

のであろう。

20世紀当初日本では「特種鋼」と呼ばれたが、これは炭素、

珪素以外の合金を含む「とくだね鋼、Sonderstahl」に由来

すると思われる。

日特鋼設立当時、渡邊は「特殊鋼」を、八幡出身の石原米

太郎は「特種鋼」を主張したが、渡辺の恩師俵国一博士が

「特殊」に賛成されたので、「特殊鋼」と決定した5）。

今日「玉鋼」という素晴らしい和鋼を併慮すると「特殊鋼」

は「特珠鋼」でも良かったのではなかろうか？

5.1 創業期　ルツボ製鋼―鍛造

大正4年－昭和2年（1915－1927）

このようにして名前の決まった日本特殊鋼は合資会社とし

て大正4年（1915）11月15日に資本金15万円で設立された。

出資の大半は横浜渡邊家に仰ぎ、社長　渡邊三郎、役員は岳

父渡邊福三郎他横浜渡邊家一門、他に長兄大河原豊太郎、次

兄栄之助であった1）。

工場敷地は東京府荏原郡大森町原島の埋立地5000坪を実

兄大河原栄之助の紹介で買収した。

創業当初はKapfenbergに倣いルツボ製鋼と鍛造が最初の

設備となった。一方会社を興すに当たっては資金と共に人材

の確保が必要である。ドイツ、オーストリア等で最新の特殊

鋼製造技術を学んだとはいえ、特殊鋼の製造経験の全く無い

渡邊にとってこれは大問題であった。

そこで渡邊は官営八幡製鉄所に出向き、技監向井哲吉の紹

介により明治37年8月入社以後ルツボ製鋼を担当していた

石原米太郎を招聘、同氏は大正4年8月製鋼課長兼工作課長

として現場技術者と共に日本特殊鋼に入社する。

又鍛造技術者は八幡製鉄所と呉海軍工廠から招聘した。

このように日本特殊鋼は官営八幡製鉄所、呉海軍工廠から

人材を招聘し職員12名、工員約100名を以って創業する。

広く人材を募るこの方針は後年事業拡大時にも受け継がれ、

同時に軍、官との深い繋がりが出来たことは容易に推定でき

る10）。

大正4年の未曾有の旱魃も幸いし建設工事は順調に進み、

早くも翌大正5年（1916）4月にはルツボ製鋼炉（日産1t

30 kgルツボ×35個）が竣工、同27日から操業に入った。次

いで5月1600ポンド蒸気ハンマー、9月迄に1000,3000,750

ポンドハンマー3基が相次いで稼動した。Aハンマーは八幡

組、Bハンマーは呉海軍工廠組が担当し、高速度鋼の鍛造に
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は呉海軍工廠組がその能力を遺憾なく発揮した1）。

稼動後僅か一ヶ月の5月、6月には月産各20tを記録し、極

めて順調な立上であった。主要鋼種は主に炭素工具鋼（6種）

で少量の銃用鋼（含W鋼）と高速度鋼（2種）も生産した。

日本特殊鋼に先立ち安来製鋼所は大正2年、ルツボ製鋼炉

により高速度鋼（C. 0.7％，Cr. 3.5％，W. 8％，V）の生産

を開始している11）。

創業後日特鋼は東京、大阪の陸軍砲兵工廠、横須賀、呉の

海軍工廠、造幣局、鉄道院の指定工場となり、住友伸銅、鋼

管、汽車製造等民間各社へも納入を開始した。

初年度の大正5年下期（7－12月）は生産量145t、売上高

13万円、利益 37 ,500円、償却、諸経費を差引き純利益

20,000円を計上している。しかし配当は5分とし内部留保を

厚くした12）。

渡邊の夢「その1 工具鋼の国産化で東洋のベーラー」は

順調なスタートをきった。

日本特殊鋼にとって創業直後第一次世界大戦勃発と海外か

らの輸入途絶による特殊鋼価格の急騰が、経営に幸いし、こ

の軍需景気の下、大正7年迄渡邊は相次いで設備を増強し、

売上200万円、利益57万円を計上している（図4）。

表1は明治、大正期のルツボ鋼生産量と工具鋼相場価格を

示す。第一次大戦前後のルツボ鋼生産、日特売上高の急変と

輸入が途絶えた工具鋼相場価格の急騰、暴落が明らかである。

事業が軌道に乗った大正7年1月、渡邊は同郷の小林あい

と再婚、一男（誠一郎）、三女（楽子、松子、種子）をもうけ

ている。

第一次大戦後の大不況に見舞われた渡邊は新分野、当時緒

についたばかりの陸海軍航空発動機、海軍艦艇の主機タービ

ンのへ事業展開を積極的に推進する。

大正8年2月、陸軍はフランス陸軍フォール大佐以下40名

の顧問団を招聘、兵器としての航空機に必要な技術指導を受

けた。2月20日には一行の材料関係将校3名が来社、シリン

ダー、クランクシャフト用特殊鋼の試作指導を受け満足すべ

き評価を受けた。フォール大佐は帰国に当たり陸軍省に日本

特殊鋼を指定工場に推薦した。

この成果は海軍にも伝わり、大正10年には陸、海軍双方

から「航空機発動機用特殊鋼指定工場」となった。

一方海軍艦艇の主機もレシプロから蒸気タービンに変って

行く。駆逐艦で速力18 kt.では4000馬力でよいが倍の36 kt.

では実に12倍の50,000馬力を要する。

大正初期の主力艦は主罐（ボイラー）は国産であったが主

機タービンは外国製であったが、大正9，10年に相次いで完

成した戦艦「長門」「陸奥」以降主機にも国産の技（艦）本式

タービン（1軸20,000馬力）が登場する17）。

大正8年11月の型打鍛造工場はこれら新しいニーズに対

応する布石であった。

又渡辺は同年11月、岳父渡邊福三郎の援助により「福寿」

鉄鋼研究所を設立、所長松下徳次郎の下、本多光太郎博士の

主宰する東北帝国大学鉄鋼研究所から玉置正一、永沢清、亘

理直毅を招聘した。

図4 大正7年の日本特殊鋼大森工場　ルツボ製鋼工場13） 図5 大正10年7月、朝融王と久邇大将宮に製品を説明する渡邊10）

表1 日特創業（第一次大戦）前後の工具鋼市況の変動5, 14-16）

↑渡邊福三郎

石原米太郎
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日本特殊鋼開発製品でFW―（FWV，NFW等）は岳父渡

邊　福三郎のイニシアルである1）。

最初の成果の一つが蒸気タービンブレード材の開発であ

る。初期の蒸気タービンは青銅製ブレードを用いたが、高速、

高出力に伴い英国でH. Brearleyにより13Crステンレス鋼

が開発された。日本特殊鋼でも大正13年（1924）呉海軍工廠

造機部と共同でこれを避けるためにNiを1％迄添加したST1

を開発（特許番号67615, 1925,2 出願、1926,2登録）、実用化

に成功、爾来海軍主機の蒸気タービンブレードの主力となっ

た1）。

ST1主要成分（％） C.＜0.20

Cr. 12/14

Ni.＜1（0.3 -0.4）

大正8年（1919）5月には1.5tエルー式電気炉を新設、呉海

軍工廠より佐々木彦太郎技師を招聘し、その操業を開始した。

その後昭和2年、更に電気炉二基（1,5t、3,0t）を増設してい

る。

大正12年（1923）の関東大震災は大きな被害を受けなかっ

たが不況は続き、昭和2年（1927）は資本金138万円、生産

量1357t、売上高184万円、利益25万円で、売上は10年前

の大正8年にも達しなかった。

5.2 拡大期　電気炉―圧延　大量生産

昭和2－16年（1927－41）

昭和2年（1927）7月15日付渡邊メモ1）

「当時某有力陸軍技術将校の欧州製鋼業界の視察所感を瞥

見すると極めて示唆に富んだもので、ここにその大要を記載

し既に鬼籍に入られた将軍の慧眼に敬意を捧げたい。

1．大陸及び英国を通じ最大の生産高は造船用鋼鈑、重鋳造

品、大鍛造品で、これに次ぐものは鉄道用車輪、車軸、

レール、スプリング及びボイラー用鋼鈑。鉄道車輪には

“タビス”特許の鋳鋼製車輪（一体鋳物）を製造してゐる。

2．ここ数年以前製鋼業の覇者を以って任じていた英国シェ

フィルド製鋼業者は今日では大陸の機敏且つ勉強家の独

仏の製鋼業者に圧倒され、多量のビレットが大陸より英

国に輸入されてゐる。シェフィルド鋼と大陸の鋼とには

大分の価格差が多く競争は困難である。

3．合金鋼に就ては主として自動車及び発動機用として製造

しつつあり。此等の製造には電気炉を使用し、坩堝鋼は

極一部の製品（発動機の部品）及び工具鋼として使用さ

れてゐる。

4．不錆鋼（ステンレス・スティール）は刃物用としての需

要よりは発動機、金属製飛行機の一部、化学用機械殊に

染色及び醸造用、機械の部分品としての用途を拡大せら

れつつあり大部分はやはり電気炉製のようである。此等

の用途のものは刃物用とは自から製法を異り全く別途の

作業をしつつある。

5．電気炉に就ては大戦後坩堝の地位が電気炉に漸次置換せ

られつつあることはご承知の通りで、しかも其の大部分

は普通の様式のもので誘導式のものは極めて少数であ

る。独乙国レヒリング製造会社その他二三を実見したの

みである。電気炉の容量は4－5t及び10t炉が普通であ

る。実際家および学者の意見を綜合しても、容量は現在

の所10t炉位を最大とすることが作業上ならびに経済上

最適とし、之れ以上大容量のものは作業困難にして同質

の地金を得難いと。それ故各国共に此程度の炉を多数併

立作業して居ると思われる。

6．稀金属の研究に就てニッケル、クローム、タングステン、

バナディム等の稀金属は最早稀金属の部類では無くコバ

ルト鋼が大部市場に現はれて来た。英国ジュピター飛行

機（当時の呼称）の如きは吸入、排気弁共最近コバルト

鋼に変り（以前はステンレス鋼を使用）、また最近はベ

リリウム稀金属の鋳造研究が英国NPL研究所のローゼ

ンハイム博士研究室で小坩堝にて単体ベリリウムを試製

しており大変興味を以て合金の研究を進めてゐる。」

渡邊にとってKapfenbergで学んだ伝統的はルツボ製鋼―

鍛造と決別し、より近代的な電気炉製鋼―圧延へ、少量生産

から大量生産への転換はこの時宜を得たアドバイスに始まっ

た。

この示唆は電気炉製鋼を軽視し、そのイニシアルに低級の

「L」を付けた程の日特、そして渡邊にとってパラダイムシフ

トを克服したピボットであった。創業以来のルツボ製鋼の

師、石原米太郎が日特鋼を辞したのはこの頃で、彼は昭和4

年6月当初から電気炉ベースの特殊製鋼（株）を設立した。

渡邊はルツボ製鋼法に替わる高周波電気炉に着目、昭和6

（1931）年8月にアメリカを訪れ、アジャックス－ノースロ

ップ社の高周波電気炉炉体二基（500,1000ポンド）を購入、

芝浦製作所製 1 k H z電源と組み合せ翌 7年 9月、ドイツ

Kaiser Wilhelm Institutに留学中の佐々木吉備三郎を急遽

帰国させ高周波電気炉工場を立上げた。本法は日本では呉海

軍工廠（昭和6年）に次ぐ2番目で、ルツボ製鋼法に替ったが

溶解番号はルツボ炉（Tiegelofen）のT、で始まっていた。

渡辺のルツボ炉へのこだわりを残すイニシアルであった18）。

当時の海軍技術将校川村宏矣の評価

「日本特殊鋼は日本における航空機用特殊鋼生産の基礎を

築き、終戦までの長期間業界の指導的立場にあってその品質

の向上と生産の確保に寄与した。

しかし同社も創立当初はルツボ鋼一点張りで、昭和8年に

至っても、エンジンのクランクシャフト（曲肱軸）は同社の
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坩堝鋼に限定するという規格が存在した。これは品質が良か

ったがいかにも高価で、又大量生産には不向きであった。こ

のため海軍航空本部は当時の特殊鋼8社から電気炉鋼の提供

を求め、同一形状試料を用いて日本特殊鋼材との比較試験を

行った。この試験は莫大な費用と工数をかけて組織、熱処理

特性、欠陥の多寡、疲労試験の他、当時日特で開発されてい

たガス分析法も行った。

その結果、電気炉鋼は製造法に留意すれば坩堝鋼と同等で

ある事が立証された。この試験により聊か迷信的な坩堝鋼へ

のこだわりは打破され、電気炉による特殊鋼の増産に寄与し

た。」19）

渡邊のもう一つの夢、東洋の「クルップ」を目指す兵器生

産は昭和5年4月東大造兵学科を卒業した河村正彌の入社を

もって実現する。

昭和7年（1932）には現在の東京ドーム付近にあった陸軍

東京砲兵工廠が小倉に移転するに当たり、同工廠の熟練作業

員を招聘し精機工場を新設、日本人の体格にあった小銃、機

関銃、機関砲、野砲から戦車までの生産が始まった。

昭和6年9月に勃発した満州事変は拡大の一途を辿り、日

本が軍備増強に邁進する時であった。

これをうけ渡邊は特殊鋼生産ラインをこれまでの坩堝製

鋼－鍛造から電気炉製鋼－圧延による大量生産方式に転換、

昭和7年には前記の高周波電気炉工場に隣接して当時の平炉

工場に倣いチャージングクレーンを装備した高床式電気炉製

鋼工場を新設、各所に分散していた電気炉を集約すると共に

6,8,15t炉を設置する。

更に昭和10年（1935）、ドイツDemag社より最大1t鋼塊

の分塊が可能な大型圧延機、Hydrolik社より2000t水圧プレ

スを相次いで新設、量産体制を整える。

昭和7年から10年に亙るこれら大規模な製造プロセス変

更に伴う設備新設の結果、昭和11年粗鋼生産量は22,650t、

特殊鋼鋼材生産量は7129t、売上　1050万円、利益　122万

円といずれも昭和7年の3倍に急増した。

この結果ルツボ製鋼工場は昭和12年12月、創立以来21年

の勤めを終え閉鎖された。

しかしこのような努力にも拘らず国産の特殊鋼の品質水準

は渡邊の学んだドイツのそれとは依然としてかなりの差異が

あったようである。以下航空本部技術将校川村宏矣の報告を

引用する19）。

「筆者は昭和12年から13年にかけて主として米独の特殊

鋼の研究及び生産状況の視察を命ぜられた。それまでは欧米

の帰朝者より日本の特殊鋼も品質、技術的に最早外国製品と

遜色なく、ただ大量生産方式のみに劣るという事であった。

支那事変勃発直後で特殊鋼所要量も急増したので、航空本部

は相当量のクランクシャフト素材をクルップ社に発注した。

その製造監督のためしばしばエッセンのクルップ社やクレ

フェルドのエーデルシュタール社を訪問したが、特殊鋼の生

産技術において日本のそれとかなり相違があり、又ガス分析、

スペクトル分析も数台並べ、女子技術員により日常作業とし

て扱われていた。

日本に送付した鋼材は航空技術廠で国産材との比較調査を

実施しその優秀性が実証された。

・鋼片の表面が平滑で、欠陥が少ない。

・切削性が良い。

・鍛造性が良く、鍛造疵がない。

・熱処理硬度が均一である。

これに基づき、当時の予算500万円で特殊鋼製造技術の改

善の研究施設が設けられる。」

昭和12年当時の日本の特殊鋼品質水準を先進国ドイツと

対比した貴重な記録である。

渡邊は昭和12年3月15日には日本特殊鋼合資会社を改組

し日本特殊鋼株式会社を設立（資本金800万円）、大森工場

内に本社社屋（鉄筋4階建）と研究所（同3階建）を新築する。

同年7月7日には盧溝橋事件が勃発、支那事変へと拡大し

てゆく。

欧州でもヒトラー率いるドイツはドイツ再軍備（1935.3）、

ラインラント進駐（1936.2）、オーストリア併合（1938.3）、

チェコスロバキア進駐（1939.3）と目まぐるしく変化する。

日本も昭和12年11月日独伊三国防共協定を締結、枢軸国

の立場を強める。

5.3 第二次世界大戦

昭和16－20年（1941－45）

このような情勢の下、更に急増する軍需要に応えるべく渡

邊は昭和14年4月、羽田に土地を求め、羽田工場の建設に

着手する。現在羽田東急ホテル前の空港敷地である（図6）。

羽田工場は大森工場を上回る広大な敷地に第一期工事として

製鋼工場 10t電気炉　4基、2t高周波電気炉　二基（昭和

図6 西側から見た日本特殊鋼　羽田工場13）
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16年11月稼動）

圧延工場 大型、中型、小型。

鍛造工場 3000t（Hydrolik）水圧プレス、30tカウンターブ

ローハンマー。

疵取、精整工場を建設した。

更に第二期工事として45t傾注式平炉　二基を建設、平

炉－電気炉のDuplex操業を計画、将来は300t高炉二基によ

る一貫特殊鋼工場とする壮大な計画であった。

更に同年5月、型打鍛造工場として蒲田工場を設けた。

羽田工場の建設に着手した昭和14年9月にはドイツ軍が

ポーランドに侵攻、第2次世界大戦が勃発する。そして翌皇

紀2600年の昭和15年6月には電撃作戦によりフランス降伏、

同年9月には日独伊三国軍事協定締結、仏印進駐と日本は戦

争への道をひた走る。

そして運命の日を迎える。

昭和16年12月8日　渡邊日記2）

昭和16年12月8日（月） 気象　快晴、 温度　50

英米ニ対シ宣戦ノ大詔換発サル。時ニ午前十一時四十分。

直ニ丸ノ内ヨリ宮城前ニ進シ陛下ノ御心安カナラン事ヲ祈リ

自身ノ時局ニ就キ職務ノ全カラン事ヲ誓ヒ帰社後

職員一同ニ詔勅ヲ奉読、一層努力尽力務メテ

全カラシメン事ヲ述べ撃励ス。（中略）

本曉七時日本海軍ハホノルル其他米英海軍基地ヲ爆撃シ

米艦十艘ヲ損失セシム。

20mmベルト給弾式航空機関砲の製作

大艦巨砲時代、航空射撃機器は「鳩の豆鉄砲」として軽視

されていた。しかし昭和10年夏、兵器としての航空機の重

要性をいち早く認識した海軍航空本部長山本五十六中将の下

航空機銃について論議が始められた。

当時日本特殊鋼は「東洋のクルップ」と自任して河村の下

20 mm機関砲を開発したが、当時同社は陸軍の管理工場で

あり、陸軍との無用の摩擦を避けた海軍はスイス、エリコン

（Oerlikon）社の20 mm機関砲を採用し、製造技術を大日本

兵器（株）に輸入させた19）。

昭和13年6月、このライセンス生産1号機関砲が完成し、

96陸攻に旋回銃（FF式）として搭載、引続いてゼロ戦の両

翼に固定銃として搭載され中支戦線で華々しい成功を収め

た。

しかし固定弾倉は60発しか収納できず、6秒の連続射撃で

弾切れとなってしまう。

又地上銃と異なり航空銃には絶えず変化するG（Max.5 G）

がかかり、一撃毎に前後進を繰り返す銃身の運動とベルト式

給弾機構を同調させる事が難しい。

河村以下日特技術陣の必死の努力により昭和17年11月

Oerlikon社でも出来なかった特殊ベルト給弾装置による

20 mm機関砲4型（図7）が完成、携行弾数も最大300発に増

え、同18年10月から各所で量産に入った。

渡辺はこれら航空機関砲製造のため昭和18年10月小倉工

場（陸軍）、19年9月相模工場（海軍）を相次いで立上げる。

陸海軍の縄張り争いは民間企業にも無駄な二重投資を強い

た。

代用鋼（Substitute）

国民が米の替わる代用食で飢えを凌いでいた頃、特殊鋼も

希少な合金元素を節約する代用鋼の開発に多忙を極めた。

代用鋼の歴史は古く第一次大戦に遡る。

1916年、第一次大戦でWの輸入を絶たれた世界最大のW

消費会社べーラー社は、Taylor，White等により示唆されて

いたWをMoに置換え、表2に示す現在のモリブデンハイス

M1，M2の原型となる高速度鋼を開発した。

又第二次大戦中はBöhler DüsseldolfとKruppとの共同研

究の結果3％W，2.5％Mo，2.5％Vのハイス（Dreier Stahl）

を開発し、18－4－1系とほぼ同程度の成績を収めた。この

鋼種は大戦中月間 2000tにも達したハイスの需要の実に

80％を占め、戦後「Tool Steel」の著者、P. Gill氏はこれを

第二次大戦中の最も優れた発明と絶賛している。

「必要は発明の母」であるが、既に実践的基礎研究が確立

されていた上に結実した成果でもあった。

日本でも昭和12年5月1日勅令布告大159号「重要なる産

業統制及び産業合理化に関し委員会設置の件」に基づいて、

産官学そして陸海軍の代表者を委員とする「特殊鋼製造技術

図7 ベルト給弾方式の20mm4型機関砲13）

表2 1916年　Wハイスの代用鋼としてのMoハイス（M1，M2）の
誕生6）
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委員会　会長　小島新一商工次官」が設置される。

昭和16年3月20日の第一回会議には下記諸項が決定され

た。

①特殊鋼製造技術改善　技術指導、技術公開、技術及び精神

教育等。

②高級特殊鋼の国産化と品質向上　軸受鋼、バネ鋼、中空鋼、

ダイス鋼等。

③特殊鋼用不足原材料の補填　鉄源及びNi，Cr，Mo，W，

Co，V，Ti等の合理的使用

③に関る代用鋼の一例を表3に示す。

この成果は残念ながらベーラー社のようなわけには行か

ず、防弾鋼の場合でも同じ成績を得るには板厚を増すしか方

法は無かった。

しかしこれからドイツ、オーストリー等特殊鋼諸先進国か

ら隔絶された日本にあって、ジリ貧、Lost warを必死で戦

った渡辺以下日本の特殊鋼業に携わった先達の姿を垣間見る

ことができよう。

表4は戦争中の酸性平炉鋼を含む特殊鋼鋼材生産量を示

し、ピークの昭和19年には97.7万tと昭和11年の11倍に達

している。

日本特殊鋼も昭和18羽田工場がようやく稼動、増産に寄

与し始め、昭和19年には従業員8000人、特殊鋼鋼材生産量

35,000tを超え、同11年対比5倍となり、売上高7870万円、

利益1180万円を計上している。

しかし当時の彼我の粗鋼生産量を比較すると我方損失一隻

に対し敵艦十隻を撃沈してイコールである。悲しい哉華々し

い大本営発表とは裏腹に、事実はこの逆であった。

昭和 2 0年に入ると爆撃により電気炉の炉数は前年比

70％、鋼材生産量も8月15日迄とはいえ40％に、日特も

30％に急減している。

戦時中大森工場の北側、現平和島競艇場入口付近に小さな

埋立地があり、そこに連合軍将兵捕虜を収容した大森収容所

が設けられ、これが日特を海岸の料亭共々空爆から救ったと

言われている。

昭和7－15年にかけ旧制弘前、山形高校の英語、英文学

講師を勤め、開戦後香港で捕虜となったルイス・ブッシュ氏

はこの収容所の住人の一人であった。

20年8月29日、米海軍巡洋艦サンジュアン号に護衛され

た上陸用舟艇が接岸、捕虜を救出したが其の一部が日特にも

上陸した22）。

終戦後は一転、日本人戦犯容疑者の仮収容所となった。

この数奇な運命を辿った埋立地は戦後恒久の平和を祈って

「平和島」と名付けられた。

5.4 終戦直後と戦後

昭和20－26年（1945－51）

終戦と羽田工場接収

終戦と共に連合軍の進駐は迅速に行われた。

9月13日には米軍輸送隊250名が羽田空港に進駐、同21

日には海老取川以東の地域全部を9月29日午後5時迄に接収

する命令が出された21）。

9月19日日特に対し48時間以内に立退命令が発せられ、

同21日羽田工場敷地と全施設が接収された。終戦後僅か1

ヶ月の出来事であった。

将来を託した羽田工場をたった一片の通告で一瞬にして失

った渡邊の心中、如何ばかりであったであろう。敗戦国の辛

さ、之に勝るものは無かった。

昭和20年10月、日本特殊鋼は一時東京鋼機具製作所と名

前を変え細々と操業を再開する22）。

昭和21年、大混乱の中大森工場は賠償指定工場となり、

生産も9割減、終戦前8000人を抱えた従業員も僅か800人に

急減した（表5）。

終戦僅か一ヶ月後の9月中旬より米軍の日本技術調査団が

軍工廠始め民間各社を訪問、軍需産業の技術調査が開始され

表3 代用鋼の例 19）

表4 日支事変（昭和14年）から終戦までの特殊鋼圧延鋼材、鍛鋼、
鋳鋼生産量 10）

P.Sは全て0.030％以下。

表5 終戦直後から昭和26年迄の特殊鋼鋼材生産量 10, 23）
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た。この調査は戦時中米軍が一目置いた製品を中心に行われ、

日特鋼へも米海軍技術少佐 J . J . G l a n c y氏と海軍大尉

R.R.Roggessが来社、日特技師長佐藤政一と海軍航空本部川

村宏矣大佐が対応している。調査対象は日特が月間10t生産

していた戦闘機の防弾鋼板の製造方法、射撃を含む試験検査

方法に関するものであった。この調査は極めて厳格にマンツ

ーマンで、週1－2日、約一ヶ月間行われた24）。

日特鋼は軍需産業の中心的存在であったが資本金が1億円

以下、かつ財閥に属さなかったので渡邊以下幹部社員は公職

追放を免れた。

一方軍需産業から平和産業に向けて迷走する日本特殊鋼の

軌跡は「日本特殊鋼　研究目録　昭和20－25年」に、明示

されている（表6）。

終戦に伴いそれまで炭鉱で採炭に従事した外国人労働者が

一斉に引揚げ、エネルギー源である石炭生産は急減した。そ

の結果輸送力はがたおちとなり、昭和20年後半と21年は終

戦前より状況が更に悪化、食料、資材の輸送もままならない

状況であった。このように終戦後2年間は会社も研究者も焦

土の中で「衣食住」を確保するのに精一杯であった。

昭和22年に入ると学会報告が多く、常態に戻ろうとする

努力が伺えると共に石炭増産用コールピックハンマーや戦災

復興、食糧増産用の民生品（鋸、鍬、鎌、手鍵等）の研究が

開始されている。

しかし昭和23年1月より駐留軍建設機械の部品修理PD

（Procurement Demand）工場に指定され、翌24年迄この部

品の調査報告が全件数の40％と急増する。大きな客先を見

つけ、先頭に立って研究、生産の先頭に立つ渡邊の姿がそこ

にあった。これと共に賠償指定工場が兵器を生産した機械工

場を除き解除される。これらの調査、研究は後のブルドーザ

ー製作と日特金属工業設立のベースとなった16）。

昭和25年に入ると駐留軍建設機械は実生産に移行し、替

わって工具鋼、軸受鋼と共に製造工程改善やガス分析など生

産に関する研究テーマが登場、ほぼ常態に復す。

そして昭和25年6月、朝鮮戦争勃発、後方補給基地日本

の特殊鋼も息を吹き返す。

5.5 渡邊の死

兵器に替わる新しい商品を見つけ出し、朝鮮戦争に伴う特

需が始まった日特鋼であったが、戦争中の増産、自宅の被災

そして終戦直後の羽田工場接収、大森工場の経営難と社長と

して相次ぐ激務、心労は古希に近づく渡邊の健康を着実に蝕

んでいた。

昭和24年10月末には2週間、国際聖母病院に入院しヘル

ニアの手術を受けた。この時直腸癌の兆候が発見されたが未

処置のままで退院している。

昭和25年、渡邊は病をおして新事業に転進する会社業務

に専心する。折から同年6月に勃発した朝鮮戦争によりアメ

リカ軍向けの特殊鋼需要が増加する。渡邊も米軍、調達庁と

の折衝に忙殺され、英語の通訳を雇用する程であった。昭和

25年暮れには米軍のクリスマスパーティーに貧血気味の体

をおして出席、接待にこれ努めた。

これが入院を遅らせた。翌26年1月8日午後、正月休暇開

けの東大病院に入院。品川から本郷に向う車中、渡辺は「天

子様にご挨拶するから宮城前を通ってくれ」と誠一郎に命じ、

二重橋前でご挨拶申し上げた後に病院に向う。そして同日入

院、採血の直後に暖房の殆ど効かない病室で脳血栓により急

逝。

枕元に入院中に読むつもりであったのであろう「論語」と

「英和辞典」が置かれていた。

1915年以来36年間日本特殊鋼と共に二代の御世を生き、

「天子様」と共に二度の世界大戦中日本の軍需産業を支えた

特殊鋼産業で指導的役割を果たした「和魂洋才」渡邊三郎70

年余の生涯であった1, 2）。

1月13日、日本特殊鋼大森工場で社葬、鶴見総持寺に眠

る。

「聴松院殿學譽鐵翁大居士」

6 学術部門の渡邊

渡邊は日本特殊鋼の社長として特殊鋼の開発、生産に当た

る傍ら、日本鉄鋼協会や日本学術振興会を通じ、業界、学会、

後輩の育成に献身した。

ドイツ留学より帰国3ヶ月後の大正3年9月、愛妻那べ（苗

子）を亡くし失意の渡邊は恩師俵　国一東京帝国大学教授の

御推輓により東京帝国大学講師を拝命、昭和5年3月迄実に

16年間の長きに亙り学生に欧州の最新技術、特殊鋼製造技

術の講義を行っている。

この間、大正9年3月には東京帝国大学工学部に学位記

「銅、亜鉛合金の研究」を提出、同年6月同大学より工学博士

の学位を授与されている。

大正15年4月には日本鉄鋼協会（大正4年創立）理事に就

任、協会の運営に尽力、昭和15年3月には第13代日本鉄鋼

協会会長に就任、開戦を挟んで多忙の中昭和17年3月迄其

表6 終戦後6年間の日本特殊鋼研究テーマの変遷25）
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の任にあたる。

昭和12年5月には日本鉄鋼協会に金5万円を寄贈、特殊鋼

技術の進歩発展に尽くした技術者を顕彰する「渡邊三郎賞」

を創設している。

また昭和13年2月には日本学術振興会委員を拝命、第19

委員会（委員長　俵　国一博士）の下大学研究者共々製鋼プ

ロセスの物理化学の研究開発に尽くしている1）。

渡邊は昭和19年から戦後の22年にかけて私立大森学園

（現大森工業高校）の校長を兼務、終戦前後の混乱期に将来

の日本を託す小国民の指導に当たっている。

恩師俵　国一博士は昭和26年1月13日渡辺の葬儀に当た

り弔辞で次のように彼の功績を称えている26）。

「前略

貴方は自身、日本及び独逸国で研究の成果で工学博士の学

位を受けられた位で事業は研究を基礎とせねばならぬの信念

の下に早く先考（亡父）の記念に福寿研究所を設けられ設備

は勿論優秀な研究者を育成せられてその御指導に当られ着々

その成果を上げられ各種発明、発見の鋼は勿論、基礎研究に

於ても然りとします。特に著しきは鋼中のガス分析法であり

ます。本邦にては何処でもやって居ないのを貴方は始められ

遠く米国に之を発表せられました。尚引続き有力な研究者は

該研究の第一線に進んで居られる。後略」

筆者の亡父矢島忠和は昭和8年以降渡邊及び東北帝国大学

教授　本多光太郎及び村上武次郎の指導の下、日本特殊鋼研

究所、日本学術振興会第19委員会等において鋼中の水素、

酸素、窒素の分析方法の開発と精錬過程におけるその挙動の

研究を行った27）。

そのきっかけの一つが「白点」である。白点（毛割れ、

Flake，S ilverly spot）は鋼材の深部に加工方向に平行して

発生する亀裂で、破面は直径数mmの平滑な楕円形である。

これは既に大正の中頃魚雷の気室素材に頻発し大問題とな

り、欧米でもNi - Cr鋼の厚物鍛造材に発生して研究が始っ

ていた。呉海軍工廠でも研究を開始し、昭和10年頃に俵国

一教授の主宰する日本学術振興会第19委員会に研究を委託

しその解決に努めた。丁度この頃ドイツで水素説が発表され

た。これに基づき呉工廠では酸性平炉の採用を始め製鋼、熱

処理作業の改善を行い、昭和15年頃には殆ど解決を見た18）。

渡邊の強力な指導の下、矢島は日本特殊鋼においてこの水

素の分析装置の開発し、これを用いて真空抽出法、真空溶融

法による定量分析技術を確立した。

又酸素分析では当時の水素還元法に代る真空炭素還元法を

開発した。

昭和19年、矢島の死後その研究は沢繁樹に引継がれ、ガ

スクロマトグラフ、熱伝導度法等と組み合せ、更にその完成

度を高めた。

渡邊の指導による特殊鋼製造技術の発展に寄与した地道な

基礎研究であった。

7 渡邊三郎の人間像

創業者、技術者そして岳父から多額の出資を受けた渡邊に

とって日本特殊鋼は自分の分身であった。頻繁に現場、研究

所に赴き、細部に至るまで自ら掌握しなければ気がすまない

人であった。

人はこれをワンマン、ショートサーキット等と評するが、

特に戦争中は「天子様」に全身、全霊を捧げご奉公にこれ勤め

た産業戦士　渡邊三郎としては致し方のないことであった。

特殊鋼はドイツ、オーストリアで学んだ渡邊であったが、

日本古来の和鋼、玉鋼から打たれた日本刀に関しても“俺は

鍛冶屋だ”と極めて造詣が深く、長年の研鑽により優れた鑑

識眼を持っていた。

終戦直後の混乱期、諸大名家よりそれまで門外不出であっ

た名刀が巷に出され、海外流出も生じかねない状況が続いた。

渡邊はこれを深く憂い、我が国伝来の偉大な文化遺産を自ら

の手で守ろうと、これら刀剣を積極的に蒐集した。

この時入手したものに国宝の天下五剣の内二剣、渡邊　綱

が羅生門の酒呑童子の片腕を斬り落した妖剣「童子切伯耆安

綱」と図8に示す平安時代の作、「三日月三条宗近」がある。

渡邊の没後40年の平成三年、渡辺の長子故誠一郎はこの

国宝二剣と重要文化財十一剣の計十三剣を東京国立博物館に

寄贈した26, 28）。

数少ない生前の渡邊を知る人の証言

三郎の長男故誠一郎。晩年の父三郎の記録

「父は晩年座右銘として孟子告子章句下の次の言葉を私達

に語っていました。

《天の将に大任を是の人に降さんとするや、必ず先ず其の

心志を苦しめ、その筋骨を労せしめ、其の体膚を窮餓せしめ、

その身行を空乏せしめ、その為さんとする所を拂乱せしむ。

心を動かし性を忍ばせ、其の能くせざる所を曾益せしむる所

以なり。人恒に過ちて然る後に能く改め、心に困（くる）し

み慮に衡（み）ちて、然る後に作り、色に徴（あら）われ声に

図8 国宝　太刀　銘三条（名物　三日月宗近）28）東京国立博物館蔵
平安時代（11－12世紀）の作　刃長　80.0 渡邊家寄贈
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発して然る後に喩る。入りては則ち法家払士（ひっし）なく、

出でては則ち敵国外患なき者は、国恒に亡ぶ。》」26）

昭和20年6月に渡辺の長男故誠一郎に中山輔親侯爵家から

嫁がれた渡邊福子

「お父様は仕事を一切家に持ち帰られず、全部会社に置か

れていました。

結婚式僅か一週間前の昭和20年5月24日、品川の自宅が

罹災します。幸い会社は無事でしたが、お父様は真っ赤に映

える大森方面を見て、自宅焼失も忘れて「ああこれで日特鋼

もだめだ。こうなったら安中に引揚げようか。」と落魄して

いらっしゃいました。

新婚当初から鎌倉の別宅で、焼出された従業員2名も同居

する総員16人の大家族を切盛りする新生活のスタートでし

た。

終戦から昭和21年にかけてはお米の配給も遅配、欠配続

きです。お父様は昭和21年8月まで毎朝6時に出来たてのお

かゆの一番上、重湯みたいなところを啜って超満員の横須賀

線で鎌倉から大森まで、「工場で飼っている豚の餌にする。」

と言われ台所から出る僅かな屑を持って、毎日通われていま

した。

学資を出して頂いた長兄の大河原豊太郎さんには大変お世

話になったと何時も涙ぐんで話され、昭和10年、その遺徳

を偲んで郷里松井田町に顕彰碑をたてられました。又福子も

男児出生の折は豊太郎と名付けるように言われました。」

昭和20年11月採用の元日本特殊鋼取締役　沢　繁樹

「陸軍技術本部から日特鋼採用試験に臨む。大量の人員整

理の後にも拘わらず、即決即断で採用決定し、研究所に配属

となる。

「故郷の家屋敷を手放すなよ。」とアドバイスを受ける。大

量の解雇の後で研究員毎日森脇和男、出口喜勇爾等僅か数名、

拠ると触ると再就職の話ばかりであった。落ち着いてくると

渡邊は略一日おきに研究所を巡回し、あれこれ指示を受け

た。

決断の早い人で、終戦直後の工場閉鎖と人員整理を直ちに

行なった。戦後は研究所も稼ぐように指示され、米軍の材料

分析などを行った。製鋼研究は自由にやらせてもらった。

その存在が余りにも大きすぎたので、後継者が育たなかっ

たのではなかろうか。」

昭和23年4月戦後定期採用第1号の元日本特殊鋼取締役

吉川道三

「入社試験のドイツ語にはびっくりした。

入社当時社長の渡邊さんは毎日京浜急行で品川から通勤さ

れていた。車中で挨拶をすると学校裏（現平和島）駅で下車

後、頭を先に出して小走りに歩きながら道端に落ちている屑

鉄を見つけては「おい、これをもって行け」とご命令が下る。

戦災復興中のこととて、その量は少なくなかった。入社直後

とはいえ東大卒のバタ屋とはあまりにも恥ずかしいので電車

の中で目を合さない様にしていると、今度は上司の製鋼課長

安藤公平に「あの新入社員は怪しからん。わしを避けている。

お前の躾が悪い。」とお小言である。

渡邊さんがあと十年長生きされていたら日特鋼も別の道を

歩んでいた事であろう。」

8 渡邊亡き後の日本特殊鋼
昭和26－51年（1951－76）

渡邊の死後実兄の大河原栄之助が72歳で跡を継ぎ、昭和

32年6月まで日本特殊鋼の社長を勤める。この間の経営実態

は日特が更正会社に転落した昭和39年12月管財人に就任、

後昭和47年迄社長を勤めた早川種三経営語録に端的に現さ

れている29）。

「語録　その8 自分に負け、物に負ける

前略

日特鋼の場合、倒産にいたる遠因は大きく分けて二つあっ

た。一つは、経営首脳陣の中に半ば公然たる内部抗争があっ

たことであり、もう一つは、企業活動に対する厳しい心構え

が不足していた事である。中略

問題は、創立者の死亡のため社長に就任した大河原栄之助

氏が、その後、自分の椅子を息子の大河原正太郎氏に譲った

ことから、社長の座をめぐって渡邊、大河原両家に確執が生

じるようになったことだ。中略

その当然の帰結でもあるが、首脳陣の経営の甘さが第二の

原因である。

戦時中、羽田の飛行場周辺に20万坪の土地を買って工場

を建て始めていたところへ終戦、この土地は米軍に接収され

てしまった。ところがその代償として年に2億円もの地代が

入ってきたので、国民も企業も窮乏を耐え忍んでいたとき、

“金のなる木”を持つ同社は悠然と左ウチワを決め込み、事

業転換の努力などいっこうに頓着しなかった。おまけに朝鮮

動乱の勃発で一時的のボロ儲け、ますます怠け癖が見につい

た。

中略

こんな調子で経営陣が経営努力を怠っているのだから、社

員はやる気をなくし、組合もまともではない。後略」

創立当初から戦争中の好況時にも最高10％止まりの配当

も、渡邊の死後20－35％へと増大してゆく。内部留保を厚
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くし、新規設備投資に振り向けた「創業の精神」は完全に忘

れられた。物に負けた一例である。

筆者が入社した昭和35年はこの坂道を転がり落ちていく

最中であった。

特に更正会社になる前後数年間、やる気を無くした有能な

中堅社員の退職が続いた。

創業から海軍工廠、造兵廠、八幡製鉄所、東京ガス、各大

学から有為の人材を招聘し、事業を拡大してきた時代とは全

く逆の現象がおこった。退職した人々の中には新天地で要職

に就いた人も多く、日特鋼の技術は広く日本中に拡散してい

った。

一方人材を欠いた日特鋼は製鋼課でも取締役製造部長の圧

延屋　丸田隆一が一時課長を兼務する程であった。

しかし今にして思うとこの青天井と早川種三の下リベラル

な雰囲気が限られた人的資源の中で諸先輩が遺した技術の上

に、失敗もあったが、数々の新技術、新プロセスを産んだ一

つの遠因でもあった。

しかし夜勤明けに遠く房総の山々から昇る朝日を見たのり

ひびの広がる東京湾もオリンピック前に高速道路とモノレー

ルが建設され、その後幾許も無く広大な埋立地と化し、大森

工場は住宅、商業地帯の中に埋没してしまった。

昭和51年大同特殊鋼の誕生に伴う、大森工場の閉鎖は社

会的必然でもあった。

渡辺の没後25年、昭和51年8月31日、日本特殊鋼は特殊

製鋼と共に大同製鋼と合併、「特殊鋼」の名前だけを遺し「大

同特殊鋼」となる。

取鍋精錬（LF）法が六十有余年の日本特殊鋼大森工場の白

鳥の歌となった。

9 終りに

残念ながら日本特殊鋼には社史がない。

そして「特殊鋼」という言葉を遺して渡邊三郎がこの世を

去って半世紀、日本特殊鋼大森工場の閉鎖後四半世紀が過ぎ

た。渡邊に関する資料も焼失、散逸し、加えて彼を識る人も

少なくなり、経営者、技術者としての渡邊三郎を描写するこ

とは極めて困難で、まさに古代遺跡の発掘調査の感があっ

た。

従って渡邊家所蔵の資料を基に、渡邊と日本特殊鋼を取巻

く諸般の情報を広く収集し、多くの傍証の中から事実を忠実

に、かつ出来るだけ客観的に渡邊三郎像を描写することに努

めた。

この点、渡邊三郎の長男故誠一郎氏夫人福子氏、及び長男

豊太郎氏及び大河原正太郎氏より、残された貴重な資料、留

学中の書簡、日記の開示やアドバイスを受けたことは真に幸

いであった。これらの資料から日本特殊鋼創立前から終戦に

至るまでの渡邊の軌跡、人物像をかなり明確に描写すること

が出来た。

また渡邊が活躍した時代の傍証として同業他社、流通各社

の社史、現在大同特殊鋼渋川工場に遺されている昭和20年

以降の「日特研究報告」、「海軍航空廠、海軍工廠、呉海軍工

廠」、そして地元大田区の「区史、博物館」などの資料に加え、

渡辺が留学中に多くを学んだBöhler 、Krupp等の社史も参

考とした。

また沢繁樹、吉川道三、堀川一男各氏からは戦後の渡邊、

日特の一面を伺った。

これらの資料を快く提供して頂いた各社、各氏に厚く御礼

申し上げたい。

調査の過程で資料間の年次、数値の相違、あるいは誤記が

多数認められたので、本文に引用した記録は全てその出典を

明らかにし、同一記録ではその最も古いものを引用してい

る。

最も顕著な相違は根源となる「特殊鋼」の語源である。元

日本特殊鋼（株）取締役　社史編纂室長の故橋本秀一氏です

らこれを「Sonderstahl」あるいは「Spezialstahl」とされて

いるが5）、筆者は敢えてこれをドイツ、オーストリア等のド

イツ語圏で15世紀に始まりその後特殊鋼会社の社名に一般

的に用いられている「Edelstahl」に求めている。

これに限らず、筆者の独断と偏見も多いと思われる。賢明

なる読者のご批判、ご叱正を頂ければ幸いである。
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